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皆さん、今回のはなみずきはいかがでしたでしょうか。春からそれぞれ学年が一
つ上がり、また久留米大学の学生一同さらに成長していくと思います。今年は去
年よりさらに多くのことを学び、多くの知識を吸収して看護師へと一歩一歩近づ
いていきたいと思います。新入生の皆さん、このはなみずきを通してこれからの
学校行事について少し知っていただけましたか？これからの学校生活、楽しみつつ
共に頑張っていきましょう。お読みいただきありがとうございました。

2年生 土肥　綾花　
高山　水希　
西嶋　真由

3年生 大塚　萌生　
久光　茉紘
岡　奈津実

4年生 田中　麻優子
田島　澄麗
西川　ことみ
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左から：嵯峨教授、松島助手、田中助手

看護学科長　三橋　睦子

27回生の新入生118名の皆さん、ご入学
おめでとうございます。令和2年の春は、新型
コロナウイルス感染拡大防止のために、入学
式をしない特別な入学になりました。事態は
日々刻々と変化しており、歴史的にも記憶に
残る大学生活の始まりですが、必ず収束する

ことを信じたいと思います。
さあ、皆さんには4年間の大学生活に沢山の夢や希望を抱かれてい

ることと思います。大いに遊んで、友人と語り、バイトに精を出されるこ
とも良いと思いますが、本分は「人を幸せにする看護」を学ぶことです。
全世界が危機状況にある今こそ、「がんばったら報われる」とあなたがた
が思えることそのものが、あなたがたの努力の成果ではなく、環境のお
かげだったこと忘れないようにしてください。あなたたちのがんばりを、
どうぞ自分が勝ち抜くためだけに使わないで、恵まれた環境と恵まれた
能力とを、恵まれない人々を助けるために使ってください。

どうぞ、周りに目を向け、どういう振る舞いが、人を幸せにするのかを
「考え」「行動」できる人になっていただきたいと思います。今ある環境の
中で、最善の方法を工夫し、愚直に謙虚に学ばれますことを切望します。

ようこそ久留米大学医学部看護学科へ

人を幸せにする看護を学ぶ

学生委員長　益守　かづき

新入生の皆さま、ご入学おめでとうござい
ます。令和になって初めての入学生となる皆
さまを心より歓迎いたします。

昨年末より新型コロナウイルス感染症が世
界規模で拡大し、日本においても感染経路が

不明な患者の増加、医療崩壊など状況は刻々と変化し、今まで経験した
ことがないような生活を強いられています。本来であれば、桜が満開な
キャンパスで、笑顔いっぱいな仲間たちと大学生活の一歩を踏み出され
るのですが、COVID-19という不確実な存在に皆さん自身の生活が脅
かされています。しかし、この経験を皆さんのこれからの学びに反映さ
せ、自分や周囲の人々の健康、健康や生命を守るとはどういうことなの
かをしっかりと考える4年間にしてください。

大学で一歩ずつ着実に学ぶということ

教務委員長　森本　紀巳子

新入生の皆さん、入学おめでとうございま
す。看護職を目差す皆さんにとって、2020
年度の大学生活のスタートは、人の健康、そ
れを護る看護職の役割と責任について、たく
さんのことを考えさせられた時期だったと

思います。
どのような状況においても専門職である看護師は、看護の対象である

人間のさまざまな側面を理解したうえで、看護を提供しなければなりま
せん。ですから、看護学の基盤となる知識は重要です。大学は皆さんの
勉学や課外活動について、自主性と自由を最大限保障しています。

皆さんが活発な学生生活を送られることを願っておりますが、同時に
大学は学びの場であることを自覚してください。毎回の授業を無駄にす
ることなく着実に学修されることを期待しています。

目標達成にむけて着実な学修を！

1年生担任　跡上　富美（左）
担任補佐　岡村　光子（右）国家試験成績2019年度

学位を授与されました !!学位を授与されました !!
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左から：高倉係員、田中（希代子）係員、堀内課長、長田係長、山下課長補佐、石橋係員
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左から：河原田講師、松永助教、松清准教授、原教授、三橋教授
　　　　桐明准教授、姫野講師、孫田講師
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左から：岡村助教、永田助教、田中教授
　　　　大内田助教、加藤講師、跡上准教授
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左から：松島助手、舞弓准教授、福浦講師
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水落助教、益守教授、藤好講師
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左から：椛准教授、佐藤准教授、重松教授
　　　　立石講師、土井助教
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後列左から：草場講師、新助教
前列左から：古村教授、田中（千尋）助手

第109回
看 護 師

第106回
保 健 師

本学 97.3％
全国平均 94.7％

本学 97.4％
全国平均 96.3％

※本学、 全国共に新卒者の合格率です。
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久留米大学旭町キャンパス
医学部看護学科
(医学部医学科とは別棟にあります)

●ガイダンス ●個別相談
●模擬授業　●看護の先輩に聞く
●看護体験　●学生による学科紹介
●クリニカルスキル・
　トレーニングセンター体験ツアー

実　施　内　容

＊詳細の情報については、HPをご覧ください
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解剖学　嵯峨　堅 教授
医学科の解剖学講座から移籍してきました。

解剖学は、医療系の基礎科目として非常に重要
です。楽しく興味をもって学んでいただければ
と思います。子供向けのボランティア講演も
やっています。興味のある方は是非ご一緒に！

つよし

老年看護学　田中　千尋 助手
皆さんとともに看護を探求していけるこ

とに感謝の気持ちでいっぱいです。どうぞ
よろしくお願いいたします。

精神看護学　松島　亜希子 助手
私自身も看護学科の卒業生です。精神

看護学について皆さんと一緒に考え、学び
を深めていけたらと思います。

ご入学おめでとうございます。1年生担任を務めます跡上と岡村です。
近年にない特別な状況の中で、新学期のスタートを切ることは戸惑い

も多かったことと思います。皆さんはこのような状況を乗り越えて自分
の未来へ向かわれる途上にあります。本学での勉学、学外での様々な出
会いや経験を通して皆さんが自分らしい未来を創り出していけるよう皆
様のペースで元気に頑張っていただければと思っています。私たちも、
皆さんの頑張りを後押しながら微力ですが頑張っていきたいと思います
ので、いつでも気軽に声をかけてください。

１年生担任ご挨拶
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看護総合演習では、膀胱留置カテーテルや気管内吸引、静脈
血採血の技術について改めて学び、実践することができました。
また、技術だけでなく周手術期の患者に対する看護ケアを学生
同士でのロールプレイを通して学びを深めることができました。

学生同士で行った静脈血採血では身体侵襲を伴う技術のため
上手くできるか不安と緊張がありました。しかし、十分な事前練習
をし、教員の指導のもとシミュレーターを使用して直前練習を行
い、本番では教員のアドバイスとサポートを受けながら実施する
ことで、安全に採血を行うことができました。

総合演習を通して、明確になった自己の課題をこれからに繋げ
ていきたいと思います。

松元　美砂希

新島　里奈
今回、初めての病院実習で多くの事を学ぶことがで

きました。
初日は、看護師さんの仕事のスピードに驚き、ついて

行く事に必死でした。2日目からはバイタルサイン測定
や、清拭、ストレッチャー移送をさせていただきました。
最初は援助をすることに一生懸命で、患者さんへの声掛けまで気遣うことができませんでしたが
声掛けを行わなければ、次に何をされるか分からず不安になるとわかり、援助の前に説明したり、
患者さんの反応を見ながら声をかける必要があると思いました。

今回の実習で、看護師は、病気の知識や患者さんの情報をしっかり頭に入れて接しており、看
護師は、患者さんにとって1番身近な存在であり、患者さんを第一に考えて援助することが大切

であると感じました。

中尾　早希

石橋　孝平

米原　早紀

澤田　伊武希

成沢　彩花

研究Ⅲでは、まず研究計画書を作成することから始めました。計画書
をもとに研究を進めるため、しっかりとした計画書を作成するのが一番
大変でした。

また、研究を進めていくにあたって担当の先生のご指導のもと多くの
文献を検索し、研究の過程を学ぶことができました。

研究Ⅲは、大変なことが多かったですが、卒業論文発表会では、研究
の成果を発表することができ、達成感を感じることができました。研究Ⅲ

を通して得た学びを看護師になって生かしたいと思い
ます。

横山　拓実

4年生の地域生活支援実習では、市町村や保健所、企業や学校で実習を行いました。実習で
は、実施されている様々な事業に参加して、保健師の仕事を間近で見せてもらい、地域住民の
方々から直接お話を聴くことができました。また、健康教育を行った際に、分かりやすい説明をす
ることや、一緒に考えることが、住民の方が健康な生活を送るようにするために大事なことだと感
じました。実習を通して、地域や企業で働く保健師の仕事について学ぶことができました。これか
ら働く上で、実習を通して学んだことを生かして、広い視野を持って、看護していきたいです。

西條　友梨

岸本　理夏子 平尾　美帆

私はBLS（一次救命処置）を授業の演習や救急サークル
での活動を通して学んできました。そこで今回は BLS に加
えて、心電図波形の判断や薬剤投与、除細動器の手技など、
より高度な蘇生法を学ぶことのできる、日本救急医学学会認
定ICLSコース（医療従事者のための蘇生トレーニングコー
ス）を受講しました。

臨床では医師が現場の指揮をとりますが、このコースでは
参加者全員が医師同様に周りのスタッフに使用薬剤や投与
のタイミング、除細動の判断などの指示を出す必要があり、
専門的な知識や技術が求められ難しさを感じました。初めは
“一人でできるかな”
という不安がありま
したが、同じグルー
プの参加者と協力し
て いく中 で、“こ の
チームならできる”
という思いへ変化が
あり、チーム医療が
いかに重要であるか
を強く感じることも
できました。

西原　三奈

2019年度 戴帽式写真

生 活援助実習Ⅰ

西 日本コ・メディカル硬式テニス大会

半 年間の専門実習を通して

就 職ガイダンスを受けて

戴 帽式を終えて

救 急サークル － ICLSコース修了 － 地 域生活支援実習を通して

卒 業論文発表会

看 護総合演習

生 活援助実習Ⅱ 高 齢者生活支援論 － 高齢者への理解を深める －

あ のく祭

卒業生

私 た ち は、
12 月 に2 週
間 の 生 活 援
助 実 習Ⅱにい
かせていただ
き ました。今
回の実習では
患者さんを初
めて受け持た

せていただきました。患者さんとのコミュニケー
ションなどを通して情報収集を行い、その情報をも
とに患者さんに必要な援助をアセスメントし、計画、
実施、評価を行いました。いざ、臨床の場に立って
みると分からないことばかりであり、知識も技術も
不十分で自分の未熟さを痛感する毎日でした。しか
し、先生方や看護師さん、友達に支えてもらい、実
習期間を乗り切ることができました。実際に医療の
現場に立ち学習する中で、自分を見つめ直し、看護
職に求められる倫理的姿勢を考えることができまし
た。3年生ではいよいよ専門実習が始まるため、更
に学習を進めていきたいと思います。 私は、令和元年度あのく祭の看護学科実行委員長を務

めました。令和になって初めてのあのく祭ということで、
医学科の実行委員のみなさんを中心に様々な工夫や変
化があり、あのく祭の歴史に刻まれるとともに私たちの思
い出にもしっかりと残るとても楽しいものとなりました。
準備期間中は、学校の課題にも追われ、きついときもありました。しかし、同じ看護学科の実行
委員と励まし合いながら無事にあのく祭を終え、学業とも両立させることができました。

今回のあのく祭を通して、仲間と何かを作り上げることの楽しさや達成感を感じることがで
きました。今回の経験を生かして、今後も仲間と共に看護を学び、たくさんの思い出をつくり、
大学生活を楽しんでいきたいと思います。

ナイチンゲール生誕200年という記念すべき年に戴帽式を迎えられ
たことに大きな感動と共に、改めてその責任の重さに身が引き締まる思
いです。看護学科の先生方がクリスマスイブに作ってくださったという
ナースキャップは、一生の宝物となりました。

私たち看護学科第26回生118名は、これから臨床の場で学ばせて
頂くことになりますが、先生方や来賓の方々のお言葉は大きな支えとな
り、導いてくださると感じました。患者さんに接しながら「感じ取る気持
ち」と「自分でものを考える」ことを大切に、これからの自分がどうあれば
良いのかを常に考えていこうと思います。そして仲間と共に励まし合い
ながら看護を学んでいきたいと思っています。

先輩方の就職も決まり、今度は私たちが就職活動を行う時期が近づいてきました。緊張感が高
まっている中、12月に就職ガイダンスを受け、就職活動に対する意識をより一層高めることができ
ました。最初は、今後どのように就職活動を行なっていくのか
よく分かっていなかったのですが、今回のガイダンスで一つ
ずつ段階を踏み、目標を立て、早い時期から取り組んでいく
必要性を理解することができました。次回の就職ガイダンス
では、履歴書の書き方や面接の練習など就職にむけての
様々な準備に積極的に取り組んで行きたいと思います。

専門実習では、講義や演習で学んだことを活かし、より質の高い看護ケアの実践が求められま
す。始まった当初は、半年間という長い実習に不安を感じていましたが、実習を一つ一つ終えるご
とに達成感を得ることができ、患者さんや看護師さんとの出会いから多くのことを学びました。時
には、コミュニケーションやアセスメントがうまくいかず、きつい時期もありました。そのたびに先生
方や指導者さんに優しく熱心なご指導をいただき、実習メンバーに励ましてもらい、乗り越えるこ
とができました。私が今回の実習で1番重要だと感じたことは、今までの知識を活かして看護する
ことでスキルの向上や自信にも繋がっていくということです。後輩には積極的に先生方や指導者さ
んに質問し、そこで学んだことを次の看護実践に繋げるようにしていってもらいたいです。

2019年度

8月に行われた西日本コメディカル硬式テニス大会では、仲間
の大切さとテニスの楽しさを実感しました。私は、大学からテニス
を始めたため、テニスの右も左も分からなかったのですが、先輩方
が1つ1つ丁寧に教えてくださり、友人もサポートしてくれて大会
を乗り切ることが出来ました。また、大会では、サーブが
上手く入らなかったり、動き方が分からなかったりと苦戦
しましたが、1勝することができ、とても嬉しかったです。
これからもテニスの練習を頑張りたいと思います。

高齢者生活支援論の講義で、高齢者との交流と高齢者模擬体
験をしました。交流では、参加された方々の様々な経験の語りか
ら多くの困難を乗り越えてこられたのを感じました。高齢者模擬
体験では、手足に重りをつけ、ゴーグルや様々な装具を身につけ
ることで高齢者の筋力低下や視野の狭さを体感し、日常生活の
細かい動作や素早い行動が難しくなることを理解することができ
ました。

交流会に参加して頂いた方々は比較的お元気でしたが、今後、
地域や臨床で、実際に看
護ケアを提供する際には、
今回の経験を活かして、
対象者の背景を把握し、
ニーズを捉え援助するこ
とが重要だと感じました。 3年生新

2年生新

4年生新

戴帽式誓いの詞

私たちは、命の大切さを理解し、患者とご家族の心に寄り添うことの
できる看護師を目指します。
そのために、確かな技術を身につけ、幅広い知識を深めます。
そして、看護学生としての自覚と責任を持ち、何事にも挑戦し、努力

します。
同じ志を持つ118名の仲間と共に、私たちをいつも支えてくださる
方々への感謝を忘れず、看護の道を歩んでいくことを誓います。
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